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手綱核 Enkephalin陽性終末 に 関す る 実験 免

疫糸且織イ匕学自勺研究

逆行性 ト レ
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サ
ー
法と免疫組織化学 との 同時

証明法 に つ い て　亅1．電顕観察法
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　従来手綱核 に は 豊富な Enk終末が分布する

軒が 報告され て い るが ，同核内の 詳細な形態

学的分布様式 ・そ の 起始細胞 に つ い て は 殆 ど

明 らか で ない
。 今回我 々 は ラ ッ ト手綱核Enk

終末の 分布 ・起始 ・投射経路に つ い て免疫組

織化学を用い 実験形態学的検討を加 えた 。

　実験動物は ウ ィ ス タ
ー
系雄｛生 ラ ッ 1・を用 い ，

種 々 の 手術後 Zamboni 液で灌流固定 し 凍 結

切片を作成後 ， 問接蛍光抗体法 に て観察 した。

　手綱核 に は 大き く次 の 三領域 に Enk 陽性終

末が認め られ る ；1）内側手綱核の背側部 に 局

在す る非常 に 細 か い Enk 陽性終末 2 ｝内側 f一

綱核 と外側手綱核の境界領域 に 存在 し ，同核

内で最 も強 い Erik陽性を示す終末 3）外側手

綱核 に 広 く分布す る Enk 陽性終末。 こ れら終

末は す べ て 視床髄条 の
一

側切断 に よ り同側性

に 著明な減少を来 た した 。 また ， 視床室溷囲

核最 吻側部よ り中隔野 に 移 行す る領域 の 破壊

で D の部の Enk 陽性終末 の みが減少 し ，外側

視床下部吻側領域 の 破壊 では ，3）の 部の E 磁

終末の み が減少 し た 。以上 よ り殆ど の 手綱核

Enk陽性 終末は 視床髄条を経 て投射 され ， 特

に 内側手綱核は 視床室周 囲核吻側領域 の ，外

側手綱核は 外側視床下部 吻側領域 の Enk陽性

細胞 か ら投 射を受ける事が 示 唆 され る Q 今回

は さ ら に そ の 投射 の 詳細 に つ い て も言及す る。

　前回 ， 逆行性 ト レ ーサ ー法 と免疫組織化学

の 光顕 レ ベ ル に お ける同時証明法 に つ い て 報

告 した 。 今回 ，さら に 電顕 レ ベ ル の 観察を ”f

能 とする た め ， 免疫組織化学を PAP 法 に よ

り ，ト レ ー
サ

ー
をfi　7 卩 イ ドを マ

ー
カ
ー

とす

る方法 に よ っ て 両者の 同時証明を試み た 。

〔方法 お よ び結果 〕ラ ・ ト脊Tfi　（Th 　
，，

〜 L
、
｝

に 2 ％ ビ オ チ ン 化小麦胚芽凝集素（B −WGA ＞

1μ¢ を注入 し ， 2U 後 ラ ッ トを 4 ％パ ラホ ル

ム ア ル デ ヒ ド ，O．05 ％ グル タル ア ル デ ヒ ド を

含有す る リ ソ 酸緩種腋 （O．IM ， pH 　7．4　｝ に て

灌流固定 し た 。 下位脳 幹部を とり出 し ，20 ％

蔗糖含有 リ ソ 酸緩衡液 に
一

夜浸潰後 ，こ れ を

30 〜40 μm の ビブ ラ ト
ー

ム 切片 と した
。 紹織

切片を ス ト レ プ トア ビ ジ ソ
ー
金 コ ロ イ ド溶液

に よ っ て 反応す る こ とに よ り ，逆行性 に 流れ

た B −WGA を同定 した 。 これは さ ら に Silver

intensify　Inethocl を応用する こ とに よ り ， 容

易に 同定可能な反応沈着物 とした 。 次に ，サ

ブ ス タ ソ ス P ，Tyros 三ne 　h｝
・droxylase等 に

対する抗体を用 い ，PAP 法 に よ っ て 神経活

性物質 ある い は そ の マ
ー

カ
ー
酵素を証明 した 。

切丿i＾は Lewcryl 　K4M に て包埋 し ， 光顕観察

の の ち ， 超薄切片を作成 し て電顕観察を行 っ

た
。
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